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教科・領域・分野 対象校種 講座名 講座日 対応する願い（キャッチコピー）

学校づくり・学級づくり

小中特 更新しつづける教育観 ６月４日（火）
あなたが大事にしている「観」はなんですか。お互いの「観」を語り合
いませんか。

小中高特 学校ぐるみで取り組むカリキュラム・マネジメント ６月28日（金）
カリキュラム・マネジメントの実践方法を、教職員みんなで対話を通
して考えてみませんか。

小中高特 学校組織が駆動するＩＣＴ活用の可能性 ７月５日(金)
ＩＣＴってとても効率的！ すぐにでもできそうなことが意外にたくさん
見つかります！

小 小学校 学級づくり 基礎 ７月12日(金)
資質・能力の育成に向けた学級づくりについて、全学級に広げてみ
ませんか。学級づくりについて語り合いましょう。

ＩＣＴ・プログラミング 小中特 創造性を育むプログラミング教育 ６月20日(木)
プログラミングの教材(KeyTouch,micro-bit)も貸し出します。先生方
が体験することからはじめましょう。

総合的な学習の時間・総合
的な探究の時間・道徳

小中特 道徳性を育むための授業づくり ６月17日(月)
児童生徒が考えを深めることができるような発問や補助発問、問い
返しを一緒に考えましょう。

生徒指導・特別支援教育

小中高特 児童生徒理解と課題への対応 基本Ⅰ ６月３日(月)
１人１台端末時代の今、端末を使用することを前提とした情報モラ
ルの育み方を学びませんか。

小中高特 連携・危機対応 応用 ６月11日(火) 保護者との連携・協働ができる関係を築きませんか。

小中 スタート！特別支援学級 Ａ ６月７日(金)
「何から始めたら…」「どうやって？」など、悩みを一人で抱えず特別
支援学級の基本的なことを一緒に考えませんか。

小中 スタート！特別支援学級 Ｂ ６月27日(木)

小 通常の学級で学びにくさの壁を壊そう！Ａ ６月17日(月)
学びにくさを抱える子供の背景を知り、子供たちが自分に合った学
び方を選択できる授業づくりについて学びませんか。

中 通常の学級で学びにくさの壁を壊そう！Ｂ ７月８日(月)

学校体育

小中特 仲間をつなぐ授業づくり(中南信) ７月11日(木)
子どもたちが互いを認め合いながら運動の楽しさを味わっていく授
業づくりについて一緒に考えてみませんか。

小中特 体育学習スタート１ ７月６日(土)
子どもたちが器械運動の魅力を味わうことができる授業づくりにつ
いて一緒に考えてみませんか。

教科・領域・分野 対象校種 講座名 講座日 対応する願い（キャッチコピー）

学校づくり・学級づくり

中 中学校 学級づくり 基礎 ７月25日(木)
資質・能力の育成に向けた学級づくりについて、全学級に広げてみ
ませんか。学級づくりについて語り合いましょう。

小中高特 学級づくり・学校づくり ８月９日(金) 「チーム学校」に向けた学び合いの場を作りませんか。

小中高特 学校組織マネジメント 応用Ⅱ 12月６日(金)
教育法規の視点から、学校現場で起こりうる事例をもとに、リスクマ
ネジメント、クライシスマネジメントについて学びましょう。

ＩＣＴ・プログラミング

小中特 子供の願いが連続するプログラミング教育 ９月19日(木)
プログラミングの教材(KeyTouch,micro-bit)も貸し出します。先生方
が体験することからはじめましょう。

小中高特 ＩＣＴを活用した校務の効率化 基本Ⅰ ８月９日(金)
クラウドアプリにより、ＩＣＴの効果的な活用について理解を深め、実
践につなげましょう。

小中高特 ＩＣＴを活用した校務の効率化 基本Ⅱ 10月３日(木)
校務の情報化による効率的な校務処理と教育活動の質の改善に
ついて一緒に考えてみませんか。

総合的な学習の時間
・総合的な探究の時間

・道徳

高特 総合的な探究の時間 授業づくり ８月５日(月)
生徒が本気で取り組む総合的な探究の時間にするための具体的
な方法を一緒に考えてみましょう。

小中特 総合的な学習の時間の単元構成 ９月20日(金)
少し立ち止まって実践を振り返り、先生同士で語り合いながら探究
的な学習の過程を意識した単元構成を考えましょう。

生徒指導・特別支援教育

小中高特 児童生徒理解と課題への対応 基本Ⅱ 10月10日(木)
子供の発達課題を踏まえ、不登校の子供や保護者にどのような言
葉がけや関わり方をすればよいかを学びませんか。

小中特 児童生徒理解と課題への対応 基本Ⅲ 10月11日(金)
愛着に課題を抱えている子供、かかわりの難しい子供を理解し、子
供と一緒にできるソーシャルスキルを学びませんか。

小中 個別の指導計画の作成と活用 ９月３日(火)
子どもたちの笑顔につながる支援を目指し、個別の指導計画の作
成、有効活用についてチームで見直してみませんか。

小中 特別支援学級での自立活動の指導 10月18日(金)
児童生徒の困りを支え、主体的に取り組める自立活動の具体を一
緒に考えてみませんか。

学校体育

小中特 仲間をつなぐ授業づくり(東北信) 10月11日(金)
子どもたちが互いを認め合いながら運動の楽しさを味わっていく授
業づくりについて一緒に考えてみませんか。

小中特 体育学習スタート２ ９月19日(木)
子どもたちがボール運動の魅力を味わうことができる授業づくりに
ついて一緒に考えてみませんか。

小中特 体育学習スタート３ 10月１日(火)
子どもたちが陸上運動の魅力を味わうことができる授業づくりにつ
いて一緒に考えてみませんか。

実施済み講座

今後実施される講座

教職員研修会サポート対象講座
校内研修でぜひご活用を!!

どちらの講座も申し込みできます。
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例１ 日本とは違うブラジルの割り算の筆算 

 

 

 

中学校・高校英語 基礎Ⅱ ～言語活動における ICT の活用～ ６月 21 日（金） 

「言語活動」とは「互いの考えや気持ちを伝え合う」ものであるという点を理解し、言語活動を充実させる 

ためにＩＣＴをどのように活用したらよいかを見いだすことが、この講座のねらいです。受講者は、英語での様々

な活動を体験するとともに授業支援クラウドを使って、ICT活用の効果について理解を深めました。 

言語活動は、生徒が英語を使っていれば 
成り立つものだと思っていました。自分の考え
や気持ちを伝え合うことだとは知らなかった 
ので、今後はそれをより意識して、言語活動を
設定したいと思いました。 

Google Classroomやロイロノートを、これまで
資料配布や課題回収の用途でのみ使用して   
いました。考えの整理や意見の共有などのために
使えるツールも、これからたくさん使ってみたい  
です。 

初めに、英語での他己紹介

や単語ク イ ズなどを行い    

ました。その後、これらの活動

は「言語活動」かどうかを  

確認し、自身が授業で実施 

している活動について振り  

返りました。 

演習では、ICT を用いた活動を生徒の  

立場で体験したり、受講者同士で各校の

ICT活用事例を共有したりしました。 

また、言語活動のねらいに応じて、授業支援クラウドの付箋ツールや

思考ツールを使うと、 生徒たちが情報や考えを整理し、具体化し易く 

なるということについて理解を深めました。そして、思考ツールの種類や

特徴を踏まえて、考えや気持ちを相手により分かりやすく伝えるための 

活用法について考えました。 

受
講
者
の
感
想

信州大学教職大学院連携講座

「更新しつづける教師」 ～多様な一人ひとりの学びを保障する教室づくり～ 

６月４日（火）実施 

講師：信州大学教職大学院教授 谷内 祐樹 先生、 信州大学教育学部教授 徳井 厚子 先生 

受講者のふりかえりから 

 午後は、外国籍児童生徒へのかかわり方について学びました。同じ場面

であっても、文化によってとる行動が異なる事例が示され、外国籍児童生

徒が学校生活の中で戸惑う場面についてグループで考えました。 

今までの当たり前を取り除いた時、見えてくるものがあることに気付かされました。これまで

もセオリー通りの対応というのを意識しすぎてしまっていたように思います。 

「自ら問いを立て、積み重ね、振り返って、次につなげる」こんな学び方をいっそう大切にして

いこうと思いました。“観”の“更新”という視点で、明日からの自分が具体的にどうつなげるの

かが大事だと感じました。 

例２ 中国で食事をごちそうになったら…？ 

残さず食べると「おかずが足りなかった」 

という意味になってしまうため、全部は食べ 

ずに一口程度残すのがマナーです。 
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. 

 

 

 

 

 

「クリア・チャレンジ問題」を活用してみませんか？ 

☆ドリルの時間に「クリア問題」を活用☆

☆教材研究などに「チャレンジ問題」を活用☆ 

★「クリア問題」は、知識や技能の定着を確認する

問題を掲載しています。 

★「チャレンジ問題」は、児童生徒が思考、判断して、自分自身の考えなどを表現できるような問題

を掲載しています。

また、指導事項に沿った問題になっているので、教材研究などにもお使いください。

帰りの学活に、５分程度のドリルの

時間を設けています。 

クリア問題は、問題の質・量ともに

使いやすいです。子どもたちの取り

組みも良好です。

ドリルのために、職員が問題を作成  

していましたが、大変でした。 

クリア問題を使うと、問題を作成する

時間が短縮できて助かっています。

ドリルの時間に、クリア問題をやって 

います。間違えた問題を見直して、   

苦手なところを克服しています。 

【クリア問題を活用している学校からの声】 

 

英語の文章では、一番伝え
たいことが、どこに書かれる  
ことが多いのか生徒が 
気付くといいな。 

 

「書き手が一番伝えたい
ことは何だろう」という  
課題で、要点を捉える  
学習を設定しよう。 
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